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新型コロナウイルス感染症に関する本学の当面の対応について（第２版） 
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中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症が拡大し、日本国内、北海道内でも感染者

が発生し状況が異なってきたとの報道を受け、感染防止のための適切な対応が最も必要です。 
本学として新型コロナウイルスを理由とした偏見や差別、風評被害を助長させる行為や人権侵害

など、心ない言動を取ることがあってはなりません。 
 
新型コロナウイルス感染症については、日々状況が変化し情報が錯綜しており、国や地方公共団体

が発表する正確な情報を収集・把握していく必要があり、あらためて本学における当面の対応を次の
とおりとしましたので、学生、教職員の皆さんにおかれては引き続き感染防止のため、適切な対応を
とっていただくようにお願いいたします。なお、本学の対応については、信頼度の高い最新の情報に
留意し、適宜見直しを行い、随時大学ホームページ等で通知する予定です。 

 
１月３１日、世界保健機関（ＷＨＯ）は「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言し、

２月１日には指定感染症（Ⅱ類感染症相当）に指定する政令が施行されました。また、外務省におい
ては武漢市を含む湖北省全域に加え２月１３日には浙江省をレベル３（渡航中止勧告）に引上げ、２
省以外の中国全土をレベル２（不要不急の渡航は止めてください）とする感染症危険情報を発出して
おり、感染防止に向け適切な対応が求められております。  

 
 

１． 日常生活での感染防止の対応について 
  まずは、石鹸を使った「手洗い」の徹底、各所などに配置されている消毒用アルコールによる
手指消毒を行ってください。また、くしゃみ・咳などが出ている場合は「咳エチケット」を行っ
てください。咳エチケットは、日常の学校・社会生活で必要な活動中や交通機関での移動など、
混雑した場所で行うことが重要です。感染を防ぐため細心の注意を払ってください。 
通常の風邪やインフルエンザ対策と同様、免疫力を落とさないことが大切です。十分な睡眠や

バランスの良い食事を摂るよう心掛け、規則正しい生活を送ってください。 
 

２． 感染が疑われる場合の対応について 
14日以内に湖北省・浙江省への渡航歴なく、またこれらの方との接触がない場合は、近くの

医療機関を受診してください。症状はないが不安がある場合は、各都道府県が設置している「帰
国者・接触者相談センター」へご相談ください。 



 
 

３． 今後の海外渡航について 
① 中国への渡航について 日本政府は、中国への渡航に関する危険情報を、湖北省全域、浙江

省については「レベル 3：渡航は止めてください（渡航中止勧告）」、中国のその他地域につ
いては「レベル 2：不要不急の渡航は止めてください」とし、中国２省に滞在歴がある外国
人の入国を拒否する措置をとるなど、入国管理が強化されている状況を受けて、本学では、
当面の間、学生・教職員の中国への渡航は私用での渡航を含めて原則不可とします。 

② 中国以外の海外渡航について 学生・教職員ともに、出発前の健康管理、体調維持に留意し、
渡航先の最新情報を確認し、安全確保に十分注意したうえで、自身の慎重な判断による行動
をお願いします。海外へ渡航する場合は、事前に訪問先の最新情報を入手できる外務省海外
旅行登録サービス「たびレジ」への登録を必ず行ってください。 

③ 大学・短大部のプログラムでの海外渡航について 担当課や、引率教員から個別の連絡が入
る可能性がありますので、大学に登録している E メールを定期的に確認するようにしてくだ
さい。 

 
４．海外渡航先での注意事項について 

① 石鹸を使用した手洗いが最も有効ですので、清潔に努めてください。 
② 抵抗力・免疫力を落とさないよう、暴飲や暴食、睡眠不足等を避けた規則正しい生活をして

ください。 
④ 混雑を避けて行動し、必要に応じてマスク等を着用してください（ウィルスを遮断する効果

は無くても、汚れた手が 口と鼻に触れることは防げます）。しかしながら国や地域によって
は文化の違いにより、「マスク着用＝病気」と思われることがありますので、その場合は、マ
フラーやスカーフの巻き方を工夫するなどに置き換えても良いかもしれません。 

⑤ 食肉を扱う生鮮市場等には極力近づかず、狩猟肉（ジビエ）も極力口にしないください。 
⑥ 渡航先等から、家族や担当課に速やかに連絡が取れるようにしておいてください。 

 
 



５．日本に入国する際，および入国後について 
① 日本に向かう飛行機の搭乗前に発熱等の体調不良を感じた場合は、入国を一時取り止め、症
状が回復してから入国してください。 

② 日本に向かう飛行機に搭乗後に発熱等の体調不良を感じた場合は、空港の検疫所の職員に
その旨申し出てください。 

③ 日本への入国時には発熱等の体調不良を感じていなくても、ウィルスの潜伏期間は２週間
程度と想定されているため、入国後２週間はマスク等を利用するとともに、自身の体調の変化
に注意し、体調不良を感じたら事前に電話連絡等の上、遅滞なく医療機関を受診してください。
なお、本学への相談は、他者への感染を防ぐため必ず電話で行ってください。 

④ 感染が疑われる症状がある場合、メール等により、担当課に次の項目について報告してくだ
さい。❶渡航先等 ❷渡航期間 ❸主な症状 ❹通院・入院の有無 

 
６．帰省等により中国に滞在中の中国人留学生、教職員の再来日について 

① 日本到着時１４日以内に中国湖北省、浙江省に滞在歴のある外国籍の者及び２省発行の中
国旅券を所持する外国籍の者は日本への入国が制限されていますので、受入れ不可とします。 

② 湖北省、浙江省以外の中国全土からの再来日については特に制限しませんが、上記「４．日
本に入国する際，および入国後について」の注意事項を適用し、慎重な対応をお願いします。 

 
７．中国人留学生の新規受入れについて 

① 中国湖北省、浙江省からの受入れは不可とします。 
② 湖北省以外の中国全土からの受入れについては特に制限しませんが、上記「４．日本に入国

する際，および入国後について」の注意事項を適用し、来日前に必ず担当課から当人に説明
をする慎重な対応をお願いします。 


